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はじめに 

 

 

   平成 29 年３月に告示された新学習指導要領では、生徒の自主的、自発的な参加に

より行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向

上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであ

り、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意することとされて

います。 

   札幌市においては、自然豊かで文化芸術の薫り高い、恵まれた風土を生かした学校

教育の推進を通じて、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質や能力

等の「学ぶ力」や、他者を思いやる心や生命を尊重する心、自然や美しいものに感動

する心などの「豊かな心」、生涯を通じて健康・安全で活力のある生活を送るための

基礎となる「健やかな体」の育成を図るなど、学校教育全体を通じて子どもたちに、

知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育む教育を進めております。 

   また、平成 26 年に設置した運動部活動在り方検討委員会の議論等を踏まえ、平成

29 年 11 月の「生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動活動基準の設定等について」

（札教教第 1043 号）において、札幌市立学校における部活動活動基準を設定し、平

成 30年４月から実施をしております。 

   そのような中、平成 30 年３月にスポーツ庁から「運動部活動の在り方に関する総

合的なガイドライン」、平成 30 年 12 月に文化庁から「文化部活動の在り方に関する

総合的なガイドライン」が示され、平成 31 年１月 30 日には「北海道の部活動の在り

方に関する方針」が策定され、北海道・北海道教育委員会から通知されたところです。 

   このたび、札幌市教育委員会では、それらのガイドラインや通知等を踏まえ、今後

の札幌市の部活動の在り方が明確となるよう本方針を策定しました。 

   本方針に則り、各学校の部活動に係る活動方針を作成することで、各学校の教育活

動における部活動の位置付けを明確にするとともに、教育課程との関連が図られ、よ

り多くの生徒に生きる力が育まれる部活動が推進されることを期待しています。 
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札幌市立学校に係る部活動の方針 
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【参考資料１】 本方針の項目と実施対応表 

【参考資料２】 「学校の部活動に係る活動方針」策定例 

【参考資料３】 各部活動の年間の活動計画作成例 
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１ 本方針について 

 (1) 本方針策定の趣旨 

ア 生徒にとって望ましい部活動の実施環境を構築するという観点に立ち、部活動が

以下の点を重視して、地域、学校、競技種目、分野、活動目的等に応じた多様な形

で最適に実施されることを目指す。 

 

・ 知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育む、「日本型学校教育」の意

義を踏まえ、生徒がスポーツや芸術文化等の活動に親しむことを通して、学ぶ力

や豊かな心、健やかな体の育成を目指した教育の充実に努めること。 

 

・ 生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程と

の関連を図り、合理的でかつ効率的・効果的に取り組むこととし、各学校におい

ては、生徒の自主性・自発性を尊重し、部活動への参加を義務付けたり、活動を

強制したりすることがないよう留意すること。 

 

・ 学校全体として部活動の指導・運営に係る体制を構築すること。 

 

・ 可能な限り、生徒の多様なニーズに応じた活動が行われるよう、実施形態など

の工夫を図ること。 

 

イ 学校は、本方針に則り、持続可能な部活動の在り方について検討し、速やかに部

活動の改革に取り組む。 

 

 (2) 本方針の対象範囲 

ア 本方針は、中学校（中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部を含む。以下同

じ。）段階の部活動を主な対象とする。 

 

イ 本方針の基本的な考え方は、高等学校（中等教育学校後期課程、特別支援学校高

等部を含む。以下同じ。）段階の部活動についても原則として適用し、速やかに各

学校の部活動の改革に取り組む。その際、高等学校段階では、中学校教育の基礎の

上に、心身の発達及び個々の進路に応じて、多様な教育が行われている点に留意す

る。 
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２ 部活動の意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学校教育の一環として行われる部活動は、異年齢との交流の中で、生徒同士や教員

と生徒等の人間関係の構築を図ったり、生徒自身が活動を通して自己肯定感を高めた

りするなど、その教育的意義が高い。 

  教育的意義が部活動の充実の中のみで図られるのではなく、例えば、運動部の活動

において保健体育科の指導との関連を図り、競技を「すること」のみならず、「みる、

支える、知る」といった視点からスポーツに関する科学的知見やスポーツとの多様な

関わり方及びスポーツがもつ様々な良さを実感しながら、自己の適性等に応じて、生

涯にわたるスポーツとの豊かな関わり方を学ぶなど、教育課程外で行われる部活動と

教育課程内の活動との関連を図る中で、その教育効果が発揮されることが重要である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化、科

学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資

質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として、教育課程との関連が図

られるよう留意すること。 

【中学校学習指導要領（平成 29年３月文部科学省）総則第１章第５の１のウ】 

【高等学校学習指導要領（平成 30年３月文部科学省）第１章総則第６款の１のウ】 

【特別支援学校高等部学習指導要領（平成 31年２月文部科学省）第１章総則第２節

第６款１の(3)】から抜粋 
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３ 札幌市の教育と部活動 

 

 

 

 

 

 

 本市では、札幌市教育振興基本計画において、札幌市の教育が目指す人間像「自立

した札幌人」を掲げており、学校教育においては、その実現に向け、学ぶ力の育成、

豊かな心の育成、健やかな体の育成を学校教育の重点に位置付け、子どもの「知・徳

・体の調和のとれた育ち」を促すための教育の充実を図っている。 

 学校教育の一環として行われる部活動については、札幌市学校教育の重点を踏まえ

た教育課程との関連を図った活動を通じて、札幌市が目指す人間像の実現を目指すこ

とが求められる。部活動の見直しを行う上では、学校教育の重点に位置付けられてい

る以下の内容を踏まえて改善・充実を図る必要がある。 

 

 (1) 「学ぶ力」の育成   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学ぶ力を育成するためには、部活動においても「課題探究的な学習」を取り入れる

ことが効果的である。例えば、スポーツ活動では「どうすれば、もっと競技力を高め

られるだろうか」、音楽活動では「どうすれば、もっとイメージが伝わる表現ができ

るだろうか」といった課題を生徒自らがもち、「足りない技能を高める新たな練習方

法を取り入れてみたらどうだろうか」「仲間とイメージを共有するために、各自がも

っているイメージを言葉で伝えあってみたらどうか」など、課題の解決に向けた追究

を生徒が自ら行うなどのことが考えられる。 

 指導者は、「生徒に考えさせる場面」と「教える場面」のバランスのとれた活動を

心掛けるとともに、生徒が自ら課題を発見し、主体的に解決を図るプロセスの中で、

■分かる・できる・楽しい授業づくりの充実 

「子どもが自ら考え、判断し、表現する学習活動」の充実 

・自ら疑問や課題をもち、主体的に解決する「課題探究的な学習」を取り入れた

授業の工夫 

「自分への自信をもたせるきめ細かい指導」の充実 

  ・基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図り、子どもが分かる・できる喜びを

実感できるよう、個に応じた指導を充実 

・生きて働く知識や技能の習得に向け、その活用場面を位置付けた授業の充実 

・一人一人のよさや伸びを認める指導と評価の一層の充実 
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必要な知識や技能等を身に付け、力を伸ばすことができるよう、生徒が自分で決める

ことを促し、伸びを認め、取組を支えるように関わることが大切である。 

 

 (2) 「豊かな心」の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部活動において生徒が主体的に課題解決に向けた追究を行うプロセスでは、他者と

の関わりや対話が求められる。活動の中で関わる仲間や指導者、活動を支える保護者、

地域の人々との交流を通じて、自己肯定感、思いやりの心、規範意識、他者の思いを

推し量る創造力や感性、人を敬う気持ちなどを育むことができる。 

 指導者は生徒の豊かな感性や社会性を育むことを意図して部活動の運営を工夫する

必要がある。 

 

 (3) 「健やかな体」の育成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒が自らの興味・関心に応じて部活動に参加し、同好の仲間と交流したり、より

高い水準の技能や記録に挑戦したりする中で、楽しさや喜びを味わうことは、体力の

向上や心身の健康の増進につながるものである。 

 指導者は、生徒の体力の向上や心身の健康の保持増進を図ることを意図して、健康

三原則といわれる「運動・食事・睡眠」の大切さへの理解を深める指導を行うととも

に、生徒の能力・適性、興味・関心等に応じつつ、健康・安全に十分に留意して部活

動の運営を行う必要がある。 

 

 

■豊かな感性と社会性を育む教育の推進 

・社会に奉仕する精神を育むために高齢者等との触れ合いやボランティア活動な

ど、社会福祉や地域貢献についての取組の充実 

・豊かな感性を育むために、自然や文化、芸術に親しむことができる活動の充実 

・自己肯定感を高めるとともに、思いやりの心、規範意識、人間関係を築く力や社

会参画への意識を育む教育活動の充実 

■札幌市としての「体力」の押さえ～さっぽろっ子「健やかな体」の育成プランから 

「健やかな体」の基礎となる体力は、生涯にわたる健康維持のほか、気力を充実

し、知性を高めていく基盤となるものであり、これからの変化の激しい社会を生

き抜いていくために、極めて重要なものである。 

 ■体育・健康に関する指導の充実により子どもに育みたい３つの力 

 ・「健やかな体づくりへの意欲（主体的に健康の保持増進を図る態度）」 

・「学んだ力（運動、健康、安全に関する基礎的・基本的な知識及び技能）」 

・「活かす力（学んだ力を日常生活に活かす思考力、判断力、表現力等）」 
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４ 適切な運営のための体制整備 

(1) 各学校の部活動に係る活動方針の策定等 

 

ア 部活動の適正な運営を図り、保護者、地域の理解を促進させるため、校長は本方

針に則り、平成 31 年度中に「学校の部活動に係る活動方針」を策定し、学校ホー

ムページに掲載をする。 

 

イ １(2)イで示したとおり、高等学校についても原則として本方針を適用としてい

るが、「学校の部活動に係る活動方針」の策定と学校ホームページへの掲載につい

ては、必ず行う。 

 

ウ 校長は、体育文化振興会等の会則等がすでにある場合には、「学校の部活動に係

る活動方針」と会則等との位置付けを明確にしておく。 

 

 (2) 学校における指導・運営に係る体制の構築 

ア 校長は、生徒数や教職員の数、外部顧問（部活動指導員）の配置状況を踏まえ、

指導内容の充実、生徒の安全の確保、教師の長時間勤務の解消等の観点から円滑に

部活動を実施できるよう、適正な数の部を設置する。 

 

イ 部活動顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並び

に毎月の活動計画（休養日及び活動開始時間・終了時間、活動場所等）を作成し、

校長に提出する。また、活動計画等について保護者への周知を図る。 

  なお、本方針の添付資料として掲載している年間の活動計画作成例、毎月の活動

計画作成例を必要に応じて活用することができる。 

 

ウ 部活動顧問は、毎月の活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を

校長に報告する。 

 

エ 校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、各部の活動内容を把握し、

生徒が安全に活動を行い、生徒及び部活動顧問の負担が過度とならないよう持続可

能な運営体制が整えられているか等について、適宜、指導を行う。 

 

 

 

 

・ 中学校長、中等教育学校長、高等学校長及び部活動を設置している特別支援学校長

は、毎年度、「学校の部活動に係る活動方針」を策定する。 

・ 中学校長、中等教育学校長、高等学校長及び部活動を設置している特別支援学校長

は、「学校の部活動に係る活動方針」を学校ホームページに掲載する。 
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 (3) 開かれた部活動の推進 

ア 校長は、部活動の運営を部活動顧問のみに任せることなく、学校組織全体として、

全教職員で部活動運営に関わる校内体制を構築する。 

 

イ 校長は、部活動顧問の会議等を必要に応じて開催し、各部の連携が図られる体制

を構築する。なお、会議には外部指導者等の参加も検討する。 

 

ウ 部活動運営には、保護者の理解と協力が不可欠であることから、校長は保護者と

部活動顧問及び外部指導者等と連携、協力しながら活動できる組織体制を整えるこ

とに努める。 

 

エ 部活動顧問は保護者との情報交換の機会を工夫し、活動方針や活動内容について

の共通理解が図られるよう努める。 

 

 (4) 札幌市における指導・運営に係る体制の構築 

ア 教育委員会は、各学校の生徒や教師の数、部活動指導員（外部顧問）の配置状況

や校務分担の実態等を踏まえ、部活動指導員（外部顧問）を任用し、学校に配置す

る。 

  なお、部活動指導員や特別外部指導者の任用・登録に当たっては、学校教育につ

いて理解し、適切な指導を行うために、研修を行う。 

 

イ 教育委員会は、部活動の指導者を対象とする指導に係る知識及び実技の質の向上

並びに学校の管理職を対象とする部活動の適切な運営に係る研修等の取組を行う。 
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５ 部活動指導・運営に当たっての留意点 

 (1) 安全の確保 

ア 校長及び部活動顧問は、部活動の実施に当たっては、生徒の心身の健康管理（障

がい・外傷の予防やバランスのとれた学校生活への配慮等を含む）、事故防止（活

動場所における施設・設備の点検や活動における安全対策等）及び体罰・ハラスメ

ントの根絶を徹底する。また、活動における事故等の発生時の対応手順について、

確認をしておく。 

 

イ 部活動顧問は、専門的知見を有する各教科担当の教師や養護教諭等と連携・協力

し、発達の個人差や成長期における体と心の状態及び活動における安全の確保等に

関する正しい知識を得た上で指導を行う。 

 

ウ 教育委員会は、学校におけるこれらの取組が徹底されるよう、適宜、支援及び指

導を行う。 

 

 (2) 熱中症事故の防止等 

ア 校長は、熱中症事故の防止の観点から、これまでの札幌市の通知や熱中症予防運

動指針（日本体育協会）及び気象庁の高温注意情報等を参考に、高温や多湿時にお

いて、部活動（大会、練習試合等も含め）が予定されている場合については、活動

の配慮、延期や中止等の対応をするよう、部活動顧問等に指導を徹底すること。 

 

イ 部活動顧問は、生徒が活動前、活動中、終了後にこまめに水分や塩分を補給し、

休憩を取るとともに、生徒の健康観察を行うなど、健康管理を徹底すること。また、

万一熱中症が疑われた場合には、保護者との連携を図りつつ、体温の冷却、病院へ

の搬送等、適切な対応を徹底すること。 

 

 (3) バランスのとれた活動 

ア 部活動顧問は、部活動には様々な競技力や技術力をもった生徒が集まり、多様な

技能レベルや多様なニーズがあることを理解した上で、部活動に参加するどの生徒

にも、持続可能な活動となるように配慮した部活動運営を心掛ける。 

 

イ 運動部活動指導者は、スポーツ医・科学の見地からは、トレーニング効果を得る

ために休養を適切に取ることが必要であること、また、過度の練習がスポーツ障が

い・外傷のリスクを高め、必ずしも体力・運動能力の向上につながらないこと等を

正しく理解するとともに、生徒の体力の向上や、生涯を通じてスポーツに親しむ基

礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケーションを十分に図り、生徒がバー

ンアウトすることなく、技能や記録の向上等それぞれの目標を達成できるよう、競

技種目の特性等を踏まえた科学的トレーニングの積極的な導入等により、休養を適

切に取りつつ、限られた時間の中で効果的な指導を行う工夫をすること。 
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ウ 文化部活動指導者は、生徒のバランスのとれた健全な成長の確保の観点から休養

を適切に取ることが必要であること、また、過度の練習が生徒の心身に負担を与え、

文化部活動以外の様々な活動に参加する機会を奪うこと等を正しく理解するととも

に、生徒の芸術文化等の能力向上や、生涯を通じて芸術文化等に親しむ基礎を培う

ことができるよう、生徒とコミュニケーションを十分に図り、生徒がバーンアウト

することなく、技能等の向上や大会等での好成績などそれぞれの目標を達成できる

よう、分野の特性等を踏また合理的でかつ効果的・効率的なトレーニングの積極的

な導入等により、休養を適切に取りつつ、限られた時間の中で効果的な指導を行う

工夫をすること。 

 

 (4) 女子の指導に当たって 

   部活動顧問は、女子の指導に当たっては、女性特有の健康問題(女性アスリートの

三主徴(利用可能エネルギー不足1、無月経及び骨粗しょう症)、貧血等)の予防対策に

関する正しい知識を得た上で行う。 

 

 (5) 不適切な鉄剤の静脈内注射の防止 

   安易な鉄剤の静脈内注射は、鉄分の過剰摂取につながりやすく、鉄が肝臓、心臓、

すい臓、甲状腺、内分泌臓器及び中枢神経などに沈着し、機能障害を引き起こしたり、

ヘモグロビンをつくる能力の低下を招いたりする恐れがある。また、鉄剤の静脈内注

射は経口による鉄剤の投与が困難又は不適当である場合に限って使用されるべきもの

とされている。したがって、鉄剤の静脈内注射が児童生徒の健康を害する危険性を理

解した上で、疲れやすく競技のパフォーマンスが低下しているなどの競技者からの訴

え等に対して、部活動指導者等は安易に鉄剤の静脈内注射の使用を医師に求めること

なく医師の診断に従い、適切に治療を受けるよう促すことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                         
1 「利用可能エネルギー」 

食事からとる摂取エネルギーから運動により消費されるエネルギーを引いた残りのエネルギー量を

さします。これは基礎代謝や日常活動に使用可能なエネルギー量です。つまり、「利用可能エネルギ

ー不足」とは、運動によるエネルギー消費量に対して、食事などによるエネルギー摂取量が不足し

た状態をさし、この状態が続くと、身体の諸機能に影響を及ぼすと考えられます。 
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６ 生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動活動基準の設定等 

 (1) 札幌市立学校における部活動の現状と課題 

ア 一部の部活動においては、活動時間が長時間に及んでいるほか、定期的な休養日

も設定されておらず、生徒の成長期における安全面、健康面等で、負担が過重にな

りがちである。 

  

イ 地域及び複数の教職員が協力体制で部活動の運営にあたることが望ましいが、実

質的な運営については、部活動顧問が単独で担っていることが多く、負担が集中し

がちである。 

 

 (2) 課題解消に向けた考え方 

ア ２で示したとおり、部活動は教育活動の一環であることから、全教職員の共通理

解の下、学校として部活動の意義や目的を共有し、部活動顧問のみに過度な負担が

及ばぬよう、学校全体で取り組んでいく意識醸成を図る。また、必要に応じて地

域・保護者との対話を重ねるなど、部活動の意義や目的の共通理解に努める。 

 

イ 自校の部活動が学校として共有している部活動の意義や目的に沿ったものになっ

ているかを再確認する。例えば、勝利至上主義的な観点で練習時間や活動内容が設

定されることにより、生徒及び部活動顧問双方にとって、過度の負担が生じていな

いか等について、学校単位で適宜点検し、活動内容、練習時間の見直しを図る。 

 

ウ 部活動の休養日（例えば「ノー部活デー」等）を学校として定期的に設定し、生

徒及び部活動顧問の疲労回復や心身のリフレッシュを図る。 

 

エ 外部人材の活用を積極的に推進し、適切な部活動数を保持するとともに、指導の

充実と部活動顧問の負担軽減を両立することで、部活動顧問の担い手の拡充を図る。 

 

オ 今後、国のガイドラインにおける、休養日設定等の内容を踏まえ、必要な活動基

準の見直しを行う。 
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 (3) 札幌市立学校における部活動活動基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 校長は、４(1) に掲げる「学校の部活動に係る活動方針」の策定に当たっては、

上記の基準を踏まえ、各部の休養日及び活動時間等を設定し、公表する。なお、休

養日及び活動時間等の設定については、地域や学校の実態を踏まえた工夫として、

定期試験前後の一定期間等、共通の部活動休養日を設けることや、週間、月間、年

間単位での活動頻度・時間の目安を定めることも考えられる。 

 

イ 校長及び部活動顧問は、参加する試合や大会、コンクール、発表会、地域の行事、

催し等については、教育上の意義や、生徒や部活動顧問の過度な負担とならないこ

とを考慮して、精査する。 

 

 

 

 

【札幌市立学校における部活動活動基準】 

１ 少なくとも月に１回は、学校として平日にすべての部活動の休養日を設定す

る。 

 ２ 毎週、土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）のいずれかを休養日とす

る。 

 ３ 少なくとも週に１日は、平日に休養日を設定する。 

 ４ 通常の活動時間は、長くとも平日２時間程度とする。 

 ５ 土日、祝日、長期休業期間中の活動時間は、長くとも３時間程度とする。 

 ６ 長期休業期間中の休養日の設定は学期間中に準じた取扱いとし、生徒が十分

な休養を取ることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことが

できるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

 ７ 週末に大会参加等で休養日を設定せずに活動した場合には、休養日を他の日

に振り替える。 

 

※ 過重な活動とならないよう留意する。 

※ 高等学校（中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部を含む）段階の部活

動についても、この部活動活動基準は原則として適用するが、高等学校段階で

は、中学校教育の基礎の上に、心身の発達及び個々の進路に応じて、多様な教

育が行われていることを踏まえ、各学校の校内事情等に応じた対応もあり得る

こととする。なお、その場合においても、過重な活動とならないよう、十分留

意する。 
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７ 生徒のニーズを踏まえた環境の整備 

 (1) 生徒のニーズを踏まえた部の設置 

ア 校長は、生徒には多様なニーズがあることを理解し、競技力や技能等の向上や大

会、コンクール等での好成績を目指す活動以外に、友達と一緒に楽しむことを主眼

に置き、適度な頻度で活動するなど、生徒が参加しやすい部を設置することも考え

られる。 

   

イ 教育委員会は、単一の学校では部活動を設けることができない場合には、複数校

合同チームの結成を支援したり、学校間連携方式の取組を継続したりするなど、生

徒の活動の機会が極力損なわれることがないよう取り組む。 

 

 (2) 地域との連携等 

   校長は、生徒がスポーツや芸術文化等の活動に親しむ機会を充実する観点から、学

校や地域の実態に応じて地域の各関係団体等と連携し、生徒の活動のための環境整備

を進める。 
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【参考資料１】 本方針の項目と実施対応表 

項目 小項目 校長 顧問（指導者） 

４ 

適
切
な
運
営
の
た
め
の
体
制
整
備 

(1) 各学校の部

活動に係る活

動方針の策定

等 

・ 「学校の部活動に係る

活動方針」を策定 

・ 「学校の部活動に係る

活動方針」を学校ホー

ムページに掲載 

・ 体育文化振興会等の会

則等がある場合には、

「学校の部活動に係る

活動方針」と会則等の

明確な位置付け 

 

(2) 学校におけ

る指導・運営

に係る体制の

構築 

・ 適正な数の部を設置 

・ 各部の活動内容を把握

し、運営体制等につい

て指導 

・ 年間の活動計画並びに

毎月の活動計画を校長

に提出 

・ 各部の活動計画等を保

護者へ周知 

・ 活動実績を校長に報告 

(3) 開かれた部

活動の推進 

・ 校内体制の構築 

・ 部活動顧問の会議等の

開催 

・ 保護者との情報交換の

機会を工夫 

５ 

部
活
動
指
導
・
運
営
に
当
た
っ
て
の
留
意
点 

(1) 安全の確保 

・ 健康管理、事故防止、

体罰・ハラスメントの

根絶 

・ 事故等の発生時の対応

手順の確認 

・ 健康管理、事故防止、

体罰・ハラスメントの

根絶 

・ 事故等の発生時の対応

手順の確認 

・ 各教科担当の教師や養

護教諭等との連携・協

力 

(2) 熱中症事故

の防止等 

・ 高温や多湿時における

活動の配慮、延期や中

止等の対応について部

活動顧問に指導 

・ 水分や塩分の補給、健

康管理の徹底 

・ 事故等の発生時の対応

手順の確認 

(3) バランスの

とれた活動 
 

・ 生徒の多様な技能レベ

ルやニーズに配慮した

部活動運営 

・ 限られた時間の中で効

果的な指導を行う工夫 
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(4) 女子の指導

に当たって 
 

・ 女性特有の健康問題の

予防対策に関する正し

い知識に基づく指導 

(5) 不適切な鉄

剤の静脈内注

射の防止 

 

・ 安易に鉄剤の静脈内注

射の使用を医師に求め

ることなく、適切に治

療を受けるよう促す 

６ 

部
活
動
活
動
基

準
の
設
定
等 

(3) 札幌市立学

校における部

活動活動基準 

・ 各部の休養日及び活動

時間等を設定し公表 

・ 各部の参加する試合や

大会、コンクール、発

表会、地域の行事、催

し等について精査 

・ 各部の参加する試合や

大会、コンクール、発

表会、地域の行事、催

し等について精査 

７ 

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
環
境
の
整
備 

(1) 生徒のニー

ズを踏まえた

部の設置 

・ 多様なニーズに応じた

部を設置することも考

えられる 

 

(2) 地域との連

携等 

・ 地域の各関係団体等と

連携した、環境整備を

進める 
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【参考資料２】 「学校の部活動に係る活動方針」策定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記例を参考にしながら、各学校の実態に応じた活動方針を策定し、学校ホームペー

ジに掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成〇年度 札幌市立〇〇中学校 部活動に係る活動方針 

 

１ 部活動の意義 

 

２ 開設する部活動 

 

３ 運営のための体制整備 

 

４ 指導・運営に当たっての留意点 

・ 安全への配慮 

・ バランスのとれた活動 

 

５ 部活動活動基準（札幌市立学校における部活動活動基準に基づき設定） 

 

６ その他 
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【参考資料３】 各部活動の年間の活動計画作成例 

 

※ 上記例を参考にしながら、各学校の実態に応じた年間活動計画を作成する。 

札幌市立〇〇中学校

月 休養日設定 備考

４月 ・年度初めを含む休養日
・部活動部長会
・保護者会

５月

６月 ・定期テスト前休養日 ・部活動写真撮影

７月
・部活動部長会
・保護者会

８月 ・お盆休みを含む１週間程度の休養日

９月 ・定期テスト前休養日

１０月

１１月 ・定期テスト前休養日
・部活動部長会
・保護者会

１２月

１月 ・年末年始を含む１週間程度の休養日

２月 ・定期テスト前休養日
・部活動部長会
・保護者会

３月 ・年度末を含む休養日 ・３年生を送る会

○○　○○

平成〇年度　○○部　年間活動計画

部の活動目標

活動予定

・部活動見学期間
・部活動入部式

・中体連激励会
・中体連〇〇区大会（〇〇中学校）

・中体連全市大会（〇〇体育館）

・〇〇大会

顧問氏名

・中体連全道大会（〇〇市）

・中体連新人戦大会（〇〇中学校）

・〇〇大会
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【参考資料４】 各部活動の毎月の活動計画作成例 

 

※ 上記例を参考にしながら、各部活動の休養日及び活動開始時間・終了時間、活動場所

等が把握できるものを、各学校の実態に応じて作成する。 

札幌市立○○中学校

日 曜 活動場所 開始時間 終了時間 活動時間 備考 休養日

1日 月 ○

2日 火 体育館 16:20 18:20 2h

3日 水 体育館 16:20 18:20 2h

4日 木 ○階廊下 16:20 18:20 2h

5日 金 体育館 16:20 18:20 2h

6日 土 ○○中学校 9:00 12:00 3h 合同練習

7日 日 ○

8日 月 ○階廊下 16:20 18:20 2h

9日 火 体育館 16:20 18:20 2h

10日 水 ○

11日 木 屋外 16:20 18:20 2h ランニング

12日 金 体育館 16:20 18:20 2h

13日 土 ○

14日 日 体育館 9:00 12:00 3h

15日 月 ○

16日 火 ○階廊下 16:20 18:20 2h

17日 水 全校一斉部活動休養日 ○

18日 木 ○階廊下 16:20 18:20 2h

19日 金 体育館 16:20 18:20 2h

20日 土 体育館 9:00 12:00 3h

21日 日 ○○区体育館 9:00 14:00 5h ○○大会（２試合予定）

22日 月 ○

23日 火 ○

24日 水 体育館 16:20 18:20 2h

25日 木 体育館 16:20 18:20 2h

26日 金 屋外 16:20 18:20 2h ランニング

27日 土 ○○中学校 9:00 12:00 3h 練習試合

28日 日 ○

29日 月 ○

30日 火 体育館 16:20 18:20 2h

31日 水 体育館 16:20 18:20 2h

平日 土日祝
部活動休養日数 7 3

平成○年○月○日

○○部　○月の活動計画

○○　○○顧問氏名

【連絡】
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